
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●＜法人税＞平成 24年度法人税申告の受付対応 

法人税システムH24.1 で作成できる別表のうち、電子申告で受付可能な別表は一部（次頁参照）と

なります。受付不可になっている別表は、別途郵送により送付していただくこととなります。 

●＜内訳書＞電子申告のフォーマット変更対応（以下の2帳票）  
・⑩仮受金(前受金・預り金)の内訳書/源泉所得税預り金の内訳 

・⑭役員報酬手当等及び人件費の内訳書 

紙面上の様式や項目内容の変更はないため、内訳書・概況書システムはVer.14.0 のまま変更あり 

ません。今回、電子申告のファイル出力時（Ver.14.0x.e2）に対応を行いますので、必ず、Ver.14.0x.e2

にバージョンアップをしてください。 

●＜財務＞ 決算書（財務諸表 XBRL2.1）のプレビュー内容の変更 
決算書（財務諸表XBRL2.1）のプレビュー内容を、現在の＜e-Tax 確認＞で表示される内容に変更 

します。 

●＜納税証明書＞納税証明書の様式変更 

納税証明書交付請求の「その1」「その2」について、請求枚数に「各」の選択ができるようになりま 

した。また、納税証明書交付請求(書面交付)の［0.受取方法等］タブや納税証明書交付請求(その 1)の 

［2.請求事項・備考］タブの「特定信託の名称」の項目名が、「信託の名称」に変更されました。 

 

 

平素、弊社製品をご愛顧いただき誠にありがとうございます。 

標記の件につきましてご案内申し上げます。 

よろしくご査収のほどお願いいたします。 

なお、当内容は、予告なく変更されることがあります。 

あらかじめご了承ください。 

 

システムの対応 

「インターＫＸ電子申告」 

    Ver.H24.10リリースのご案内 

Ver.Ｈ23.10 以降 

発行プログラムについて 

2012年 6月 18 日（月） 9：00 

 

 電子申告応援 

6月18日公開 インターＫＸ電子申告 H24.10 

Ver.H24.10 のライセンスキーが必要です。 

各アプリケーション（電子申告プログラム）の更新用プログラム （連動アプリケーション） 

6月18日公開 インターＫＸ法人税  H24.1x.e1 

6月18日公開 インターＫＸ内訳書・概況書 14.0ｘ.e2 

6月18日公開 インターＫＸ財務会計 4.4x.e8 

    電子申告する場合には、各アプリケーションを最新バージョンにする必要があります。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以下の別表以外は受付対象外のため、別途郵送により送付していただくこととなります。（「送付書」へ自動転記） 

別表一(一)、一(二)、一(三) 別表六(一) 別表十四(二) 別表十六(八) 

別表二 別表七(一) 別表十五 別表十六(九) 

別表三(一) 別表八(一) 別表十六(一) 適用額明細書 

別表四 別表十一(一) 別表十六(二) 税務代理権限証書、添付書面 

別表五(一) 別表十一(一の二) 別表十六(四) 欠損金繰戻還付請求書 

別表五(一)付表 別表十一(三) 別表十六(六) 別表十八 

別表五(二) 別表十三(一) 別表十六(七)  

 

 

電子申告する場合は、アプリケーション側（法人税等）も最新バージョンである必要が 

あります。各アプリケーション（法人税等）の保守に加入されていない方はご加入を 

お勧めします。 

 

平成24年度法人税 受付対象別表 

 

平成 23年度の法人税手続きについても、法人税システムH23.31 で対応した「平成23年度震災特例法追加 

対応分（別表三(一)や別表六(二十七)」が受付可能となりますので、電子申告H23.23 と法人税H23.3.e8 を 

リリースします。 

 電子申告応援 

6月18日公開 インターＫＸ電子申告 H23.23 

ネットワーク版の場合、Ver.H23.2 のライセンスキーは必要です。 

各アプリケーション（電子申告プログラム）の更新用プログラム （連動アプリケーション） 

6月18日公開 インターＫＸ法人税  H23.31.e8 

    法人税システムがVer.H23.31 でないと、e8の更新はできません。 

 

平成23年度法人税（Ver.H23.31)で対応した震災特例法追加対応分 


